











































































































































































促すJ(teach less， learn more)というイニシアティブを打ち出しました。これはカリキュラ
ムの軽減と点数至上主義からの脱却を主張した構想で、ある意味でシンガポール版「ゆと
りの教育」ともとれる取り組みです。リー首相は「我々は子どもたちに学ぶ時間を与える
ために、教えることを控えなくてはならない」、 「子どもたちをテストだらけの人生に導
くのではなく、人生というテストに準備できるように教えよう」と訴えています。その結
果、初等および中等学校のカリキュラム内容が科目により10-20%削減され、 2010年まで
に、教育省はすべての教員に週あたり平均2時間の自由時聞を与え、その時間を教員は自分
の授業を振り返り、見直し、またカリキュラムやプログラムを児童・生徒の個々の学習要
求に適合させるために利用することができるようになります。
このように、日本とシンガポールは授業時数や総合科目の扱いに対して対照的な方向性
を示しました。これも国際学力テストの結果が影響していると恩われます。シンガポール
は、 1EAの理科・数学テストで小学校も中学校も世界一の成績を残しています。そこでシ
ンガポールは、より実践志向、応用志向のプロジェクト授業を導入し、全体の授業時間数
を減らしました。これはある意味、余裕の選択とも見てとれます。一方、日本は学力低下
問題の議論がおこり、ゆとり教育はわずか 10年で方向修Eされ、授業時数は増加され、
総合的な学習の時間は今後削減される方向です。たしかに国際テストにおける日本の子ど
もの成績は、昔のような最上位ではありません。しかし、テストの参加国は毎年増えてお
り、日本の位置は国際平均から言えばまだまだ上位に位置しています。
これは私の私見ですが、ゆとりある教育とは楽な教育のことではありません。実はしん
どい教育です。自由で個性的で創造的な志向を持ちますから、実は指導するのには大変な
労力を要します。逆に「ゆとりのない教育」はむしろ省エネの教育ではないか。限られた
時間での効率と密度が重要ですから、画一的で機械的な指導をしても、許される風土があ
ります。その意味で、総合的な学習の時間は学校の先生方に評判が悪いのかもしれません。
最後に、一昨日の新聞に載っていました、中学1年生の投書を紹介して終わりたいと思
います。
「私たちの世代の成績が下がっているとよく耳にします。
でもそれで総合学習が減らされるのはおかしいと思います。
総合学習には結果を予想し、考え、まとめるという作業があります。
これは読む力、書く力、まとめる力が必要な国語とも関係します。
数学、社会も同じです。
総合学習は自分と違う意見を発見する貴重な時間でもあります。
自分でじっくり考える時聞を減らしては本当の学力はつかないと思います。」以上です。
文責.細尾萌子(京都大学大学院)
